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短/長期挙動評価手法の一例として、各号機の原子炉建屋（R/B）、タービン建屋(T/B)および集中処理建屋

（MP/B）間での汚染水の輸送を多点モデルで解析し、実測値を的確に説明づけることができた。 
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１．緒言 
MP/B の汚染水は、事故後約 6 年間、原子炉からの追加放出と除去がバランスし、ほぼ一定の濃度を保っ

てきたが、凍土壁による地下水の混入抑制効果が発揮し、T/B 地階の汚染水保有量の減少とともに、放射性

FP 核種である 137Cs、3T 共に顕著な濃度上昇傾向を示した。従来の 1 点近似の汚染水評価モデルを多点モデ

ルに改修し、各号機、各建屋の汚染水のマスバランスを評価し、汚染水中の放射性核種の長期挙動評価を実

施した。1 点近似では、T/B との液位差による R/B からの高濃度汚染水の流入量を平均的に取扱ってきたが、

多点モデルでは処理建屋への直接輸送を考慮し、実測値を的確に説明づけることができた。 

２．短期/中期 FP 挙動評価 

集中処理建屋の汚染水中の 137Cs および 3T 放射能濃度の挙動は、学会事故調で評価時（事故後約 2.5 年ま

で）、さらに事故後約 5 年間は、1 点近似の汚染水評価モデルで解析できた（図１）。 

３．長期 FP 挙動評価 

T/B の滞留水が減少し、

R/B地階からの汚染水の

T/B あるいは MP/B への

直接輸送の影響が強く

なるに伴い、全建屋を平

均化して取扱う 1点近似

は限界となり、各号機、

各建屋の汚染水のマス

バランスを考慮した多

点モデルへの改修が必

須となった。各号機の

R/BからMP/Bへの直接

輸送を含めた多点モデ

ルで評価した結果の例

を図１に示す。ここでは、まだ各建屋保有水中の FP 濃度の評価のみであるが、各建屋の残存放射能評価に

おいては、各部位での FP の壁面からの脱離、再付着、水相への移行など、室温付近での物理化学的挙動評価

に特化した長期 FP 挙動解析コードで解析する必要がある。 

４．まとめ 
1F 廃炉作業時の FP 分布評価のための短/長期 FP 挙動評価手法開発の一環として、汚染水についての評価

例を示した。汚染水は評価対象の一部で、最終的には、プラント主要部での FP 残存量、分布の経時変化を定

量化し、プラント全体での FP のマスバランスを把握することを目指す。一連の評価を通して、廃炉作業のリ

スク評価を念頭に、従事者の被ばく、環境への放射性物質の放出と汚染水発生の抑制を鼎立可能な廃炉作業

の提言に資する予定である。 
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*1：事故調報告書記載範囲
*2：1点近似適用範囲
*3：多点モデル適用

原子炉停止後の時間（日）

107

106

105

104

103

放
射

能
濃

度
（

B
q/

g）

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500

‘12/1‘13/1‘14/1‘15/1‘16/1‘17/1‘18/1‘19/1

計算値
(追加放出あり)

計算値
（追加放出なし）

測定値

137Cs

*2*1 *3

①1号機R/Bからの輸送
②3号機R/Bからの輸送
③1,2号機R/Bの影響緩和

① ② ③

図１汚染水中の137Cs放射能濃度の推移
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